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1 ま え が・き
会計事務におげる機械導入の歴史は古い。その何十年間の歴史的過程の中
で会計の基本は，いささかも変ってはいないが，実践形態ではいろいろな変
化があり，発展があった。特に，機械の発達と情報システムの展開は，機械
北会計の進展に大きく影響し，これはまた会計領域の拡張に会計技術の高度
化をもたらすことになるのである。本稿では，これらの発展を1950 年代に遡
り，当時の機械化会計の問題指向のいくつかを参考にしながら√現代におけ
る機械化会計の課題について検討してみたい。
まず，会計事務処理に対する機械適用について，当時（1950年代），どのよ
うな名称と考え方で機械化会計を領域設定したであろ うか。1956 年，神戸大
1）
学 経 済 経営 研 究 所 発 行 の 「 会 計 機 械 化 研 究 」 に よ って ， 若 干 検 討 し て み る と ，
渡辺進氏は「会計機械化論序説」を論述し， 久保田音二郎氏は，「機械化会
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計の意義とその限界」について論述されている。また， 大塚俊郎氏は，「電
子計算機の会計上の利用に関する諸問題 機械化会計の着眼点 」 とし
てこれを取り上げ，巻末の文献目録名は「経営機械化文献目録」と記載され
ている。これをまとめて要約的に説明すると，会計に機械を適用し，機械化
によって会計実践する領域が，会計機械化であり，その研究領域を会計機械
化論という。さらに，機械化会計は，機械化の対象とされる会計領域と考え
られる会計実践への実際の機械を適用した会計，およびその実践問題と技術
性を研究し実施する領域と解することができる。
このようにいずれにしても機械の適用が主眼点であり，しか乱1950 年代ひ
末から60年代へ入ると電子計算機の適用がその主役となる。これまでの機械，
と異なり，電子計算機はその適用の範囲と質において飛躍的に高い性能をも
っていたからである。その適用の初期においてすでにこれこそが機械化会計
のニューフロンティアを担うものであることを指摘したのが，大塚氏のこの・
論文であった。また，経営機械化の名称の採用は， 思うにPCS から電子計
算機利用の側面を，経営管理に対する高度なデータ処理七あり，経営管理の
著しい改善・変革として捉えた結果ということができるのである。本質的に
は，事務機械化であったが，強いて経営機械化という表現となって表われた
といってよいであろう。当時の「経営機械化」は専門用語というよりも,平井
泰太郎氏のきわめて洞察的，含蓄ある用語として評価さるべきであると思う。
さて，このように考えてくるとレ機械化会計には，親密な関係をもついく
つかの用語があるが，これモのもの，つまり機械化会計はどのように概念づ
けるべきであろうか。
これについて，久保田音二郎氏は， 機械化会計にっいて，「手記式計算記。
録を機械化したものを機械化会計（MechanisedAccounting,MechanicsofMa-chineBookkeeping
）と名付けておくが，この機械化会計には計算記録の組朧
的な機械化という意味が当然に含まれていると解しておきたい。故に丿厳格2
）
にいえば組織的な機械化計算記録が機械化会計である。」 と論述した。 ここ
に登場する機械は，①記帳式会計機，②穿孔カード式会計機，③電子式会計
機，であったが， 第3 の機械レベルは，今日， 電子計算機システム，EDP
へと展開した群に属するものといえる。
ところで，このように規定しうる機械化会計について検討する場合，われ
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われぱっ ぎのような点について議論しておかなければならない。a
） 機械的側面OEDP
システムを中心とする場合
○ 単能機，多能機を中心とする場合
○ 前二者の併用，複合的利用の場合b
） システム的側面
○ 組織体の部分的システム中心の場合
○ 統合的システムの場合
○ 統合的中での分散システムの場合c
） データ・ベース的側面
○ セグメント的データ 。ベース
○ 統合的データ 。ベース
○ 複数企業間共有のデータ・ベースd
） 会計思考的側面
○ 財務会計中心思考
○ 管理会計併用の思考
○ 国際会計等新しい視点を加味する思考 十e
）MIS 的側面OMIS
を経営的レベルに位置づける場合OMIS
を管理的レベルに位置づける場合OMIS
的側面を重視しない場合
これらの検討点に加えて，当初 屯そうであったが，最近では特に，情報機
器を技術的ベースとして，オートタイヒをどのように実現するかも重要な視点
ともたっている。この場合，オートターショソをどう解するかがポイントの1
つであり，経営的にオートメーションを評価する見方も問題となる。また，
いかなる形態，技術の適用であっても，それらの責任部門としての組織的研
究も見逃すことはできないし，特にコント1==・－ラー部の設置，運用も問題と
されなげればならない。
そして本稿では，機械化会計の問題を，まず，オートノーショソ，会計|青
報システム， 簿記システムの観点からみてみることにする（以上，その1 ）。
つぎにEDP 発達と情報機器の多角的展開における機械化会計の問題を取 り
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上げる（その2）。そして最後に，オフィス ，オートターショソ下における機
械化会計の実践を検討（その3）することにしたい。つぎに， オートバ'――ジ
ョン思想が提示された1950年代末期では，機械化会計0 領域でこれをどのよ
うに受け止めていたかについて考察しながら検討をすすめてゆくことにする。
2 機械化会計の発展とオートメーション
オートメーションの発展は，生産現場にまずみられたが，次第に組織体全
体に及ぶ傾向か強まり， ことにEDP の実用化はこれを促進するようになっ
た。元来，オ ートメーションの基本思想は，サイバネティックスにあり，サ
イバネティックスの観点から考えるならば，組織自体をサイバネ的に構成す
るには，オーiヽ メ化の力を借りる必要があるからでもあった。ところでオー
トメーションは，具体的に自動装置を指すことが多いが，むしろこれは1 つ
の考え方，態様であって，自動化方式を主要技術手段とするが，フィードバ
ック方式による自主化されたしくみとい うべきである。組織に適用されれば，
自主化，均衡化，環境適応化のために自動的にしくまれた装置 仕掛，工程，
あるしヽ はそのよう な活動を指すとい うことになる。そしてこのようなオート ｀
メーショソの展開は,1950 年代後半には事務現場において乱 徐々にその影
響を与えはじめてきた。しか乱 事務処理り中で，もっとも一般的に大量な
処理作業というと会計処理を指摘することができ，この処理作業は多く機械
適用可能なも0 であった。
そこで， 単能機，PCS などの適用には，統計事務とともに多くその適用
対象とされたことはいうまでもない。機械化会計の発達 の土壌はそれ自体，
内包していたといってよい。しかしながら，機械化システムの高度な発達，
特にエレ クトロニックスの発達によるEDP の適用は，会計事務処理工程の
大部分をブラック・ボックスの中にとじ込めて，従来の処理工程，および監
査方式に著しい変革をよぶことになった。このことは，技術的理解よりもむ
しろ，会計担当者，利用者の意識革命をも必要とした。その1 つの方向を南
沢宣郎氏の論述によって描いてみよう。
「しかしながらエlイクトr=・ニックスを駆使するオートメーションの会計
は決して以上のような単なる分類記帳といった機械的反復作業の機械化，
能率化といったことではなく，われわれ会計マソの本来の仕事であり，人
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間でなければ絶対にできないと考えていた勘定仕訳そのも0 を，自ら自動
的に行うものなのでかって，いわば伝票や日記帳における勘定仕訳は，会
計の出発点でぱなく，結果であるといったことにたるのである。これは従
来の伝統的な会計体系に馴れたものにとっては，丁度幾何学で平行線は永
久に交らない，三角形の内角の和は180 で゜あると教えられてきたものが，
非ユークリッド幾何学になって平行線は必ずしも交らなト とは限らない，
三角形の内角の和は180 以゜上にも180 以゜下にもなりうると教えられたとき。3
）
最初なかなか理解することができないの憐 も似ているであろう。エ
このように自動仕訳を1 つの突破口としての意識革命を訴えるのである。
これはまた，
「事実オートノーショソ会計においてはノ経営活動そのものから通言設
備を通じ，電気パルスとなって直接電子頭脳にインプットされ，一挙に最
終結果てある原価計算，決算諸表示アウトプットされるようになるととも
に，もし財務会計，税務会計において必要とするものがあれば，その目的
と要求にピッタリ合致した元帳や仕訳記帳，勘定仕訳伝票等が後から所定
の形式と内容において印刷されることになるのである。従って，これは，
従来のぺy とソロソでソを意識的，無意識的に大前提とするところの伝統的
会計法における仕訳日記帳あるいは勘定仕訳伝票記入，元帳転記，補助簿
転記，決算諸表作成といったプロセスとは全く逆の形になるのであって。4
）
正に会計における革命であるといっても過言ではないであろ う。」
ということになる。
つまり， これは人手による処理工程とEDP とい う機械による処理工程と
の違いを特長的に表わしたもので，これをさらに評論すると次のようになる。
「そしてこめような事態が生ずるのは，従来○いろいろな生産技術，事
務の面における機械化というものが全ぐ 人間0 団体労働の機 械 へ の 転
嫁”に過ぎなかったのに反し，コニーレ クトロニックスをその根本0 技術的基
盤とするところの真のオートメーションが“人間の精神労働あるト は頭脳
判断の機械への転嫁”であるとい う本質的差異に基づく循 のであって，オ
ートメーション会計が実にこのエレ クトロニックスの技術の粋を集めた電
子頭脳と通信とをその具体的手段とし，その上に打樹てられた情報と判断5
）
の有機的結合体系として形成せられていることに よるものである。」
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このような有機的結合体系とは，組織を機械化ベースのシステムを活用し
ながら，一方において人間のより高度な行動展開を期待しながら，優れたマ
ソ・マシン・システムの設定によって，より環境適応的行動へと展開してゆ
くことを意味している。その可能性について，ハワード・レビソはっぎのよ
うに語る。
「情報処理に関して，見ただけでははっきりしない数多くの例示ある。
物的な工程管理の方法が情報利用によって実施される。物的な工程管理の
場合，情報の自動的利片はかなりの成功を収めている。精油工場の自動操
作や，誘導弾の自動操縦はその例である。これら物的工程の管理と経営過
程の管理の主たる相違は，情報が展開され，適用される場合の自動性とし
う点にある。先に引用した二例においては，人の介入をまたずに工程管理
か可能である。すなわち機械が，情報を処理し，その結果を期待する目標
と比較し，しかる後これを達成するようプロセスを自動的に調整する。こ
こでは，自動的工程管理については触れずに，むしろ，このような自動的
工程管理の原理が，どの程度に経営活動に適用できるかを探究しようとい
うのである。経営目的のための情報作成と利用は，物的な工程管理ほど明
瞭にはいかない。従ってオートノーショソ，つまり自動的管理の最初の試
みは，自動車,エンジン組立ての機械操作や，原子炉の操作のような面で行
われた。オートメーションは，すでに工程管理では重要な進歩を遂げた。
やがて経営管理にも√オートメーション概念が利用されるようになること6)
が期待できる。」
レビンのこ口言葉をまつまでもなく,1960 年代に至ると，EDP を中心と
する事務工程は， 組織における情報システムとして展開し,EDP ベースO
情報システムを中核として全体の情報システム・ネットワークが構想される
よ引こなる。MIS の提案は，このような背景から打ち出された。しかし，
周知のようにMIS は，環境の整備，技術手段の向上，システムの改善など
の条件を満たすことなくいたずらに構想のみが先立ち，1970年の前半におい
て，モ0 失敗を認めざるをえなかった。けれど乱 その残し元問題は，今後
の経営管理の新しい方式，思想について，いくっかの示唆に富むものを示し
たのである。
会計|青報システムの必要性の自覚と，その視点の重要性も正しぐそうであ
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つた。機械化会計は，一方においては，情報システムと七ての側面，また他
方においては，機械化システム設計と，機械，技術の開発，そして，会計処
理，会計盾報の側面を合せて効果的活用を果すべき課題を担っているのであ
る。そこで，つぎに， 会計情報システム,EDP 会計といった領域と伝統的
会計とのかかおり合いについて，若干の検討を加えることにしよう。
3 会 計 情報 シ ステム と簿 記シ ステム
会計に 対 す る コン ピ ュ ータ のイン パ クトは， 情報理 論 の展開 に と もない，
会計 附報 シス テ ムの成立 を うな がした。 もちろ ん，企 業 活 動 め遂 行に関 連し
て発生 す る デ ータを総 合的 な 経営管 理 のために まと め上げ るMIS の問題 と
無関 係に会 計 膚報 シ ステ ムを 論ず る ことはで きない が ， と りあえ ず， ここで
は，MIS の一環 とし て の会計 盾報 システ ムない しはMIS の高度 的発展O
ため には会 計 盾報 シ ス テ ムの整 備が1 つめ条 件 とな るとい う理解 をして お き
たい 。
そ こ で，会 計 贋報 シ ス テ ムを 一 応次 の ように考 え て みたい。
つ ま り，企 業 に関 係す る内外 の利 害関 係者 の意思決 定 に こでは行動に影響
を与えるというように広く解する。） のた めに役 立ち うる よ うな 情報を 提供す べ
く， 会計 の諸概 念お よび 諸技術を 用い, コン ピ ュ ータ関 連諸 科学 の成果を 反
映させ ， 原始 デ ータを 情報 利用 者 の意図に沿 うべ く ま とめ 上汗 てし くシ ステ
ムが そ れであ る。
こ のシ ス テ ムの設定 さ れ る条件 としては 情報 シス テ ムア プp ーチが 強く反
映さ れ るこ とに な る球 ， と りわけ，（1）情報 要求 の確 認，（2）デ ータ源，（3）対応0
プ ロセ スとい う3 つ の要素 が重 要であ る。 ・ ・I
い い かえ れば ，会 計 情報 シ ステ ム設定 の主 体者は 意 思決 定者 にお け る情報
利用 の目的を 明確 に とらえ， 他 方におい て，企 業内 外 に発 生七 うるデ ータ源
を良 く把握 し， か くし て， 会 計諸 概念お よび 諸技 術， コン ピ ュ ータ技術， マ
ネジ メン ト ・サ イエン スな どの諸技 術を用 いて 情報 要求 とデ ータ の源泉を 対
応させ， そ こで デ ータを 情報 に変 換し てい くのであ る。
こ の場 合， 情報 要 求は 各 種利 害関 係者 あ るし は経 営 者階 層に 応じ てそれ ぞ
れ異な って こ ようし ， デ ータ も取 引 の発 生におけ る時点 ， 場 所，当 事者な ど
に よってち が って く る。 し たが って， デ ータの源泉 とい え どもただ 無秩序 に
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プ ールされているよりは，情報の利用目的に対応できるような形で記録され
ているのが望ましい。
従来，会計データの中心的な記録方法として複式簿記制度が長い歴史と伝y
統に支えられて現実の企業において利用されてきた。
ところが，いまや，コンピュータの出現にっれて。 複式簿記制度の評価が
問題となってきている。いわく，会計革命，いわく，帳簿のない会計云々。
ここでぱ複式簿記制度の意味を再吟味し，いわゆる企業に関連して発生す
る取引のデータ源の格納庫を簿記というシステムに求め，これが会!t'[青報シ
ステムの重要なサブシステムを形成すべきものであるという点について論及
したい。
4 複式簿記の本質とコンピュータの発展
中世イタリアの商業の発展とあいまって，企業の簿記制度として完成をみ7)
几複式簿記の本質は，一般に，次の3 点に見出すことができる。
巾 複式簿記入論(2)
複式計算対象論(3)
複式記入論
つまり，複式簿記において用いられる主要な帳簿は仕訳帳と元帳とであり，
こ の帳簿に企業の取引がすべて，歴史的に，かつ，項目ごとに分類・記録さ
万れていくというのが(1)である。いわゆる帳簿論的ないしは形式論的な解釈で
8）
あ る。 一 方, （2)は 勘 定 学 説 と結 び つ き， 複式 簿 記 に お け る中 心 的 な 計 算 ・記
録場所ともい うべき勘定を2 つの系統に分類し，ここに2 種の計算対象を認
識し，もって複式の意義を見出さんとする。
この場合，2 種の計算対象として認識されるものは，物的2 勘定学説にも
恚づけば。財産（資産と負債を指す）と資本であり，2 つの系統の勘定，とく
に，資産，負債については，さらに細分化されて個々の勘定を形づくる。
さらに，（3）における複式簿記の本質観は，複式記入を貸借平均の原理に求
め た。9
）
これは取引の二重性との結びつきにおいて，企業の全取引が仕訳を通じて，
借方金額と貸方金額の同一記録y 計算が確保されにしたがって，全部の勘定
の借方・貸方それぞれの総合計は相一致することを意味する。
Toyo University
NII-Electronic Library Service
機械化会計の発展と情報システム（その1 ）125
もちろん，借方・貸方なる用語は旧き時代における債権・債務に関する取
引記録を表わしたなごりをしのぶもので，今日では，当該勘定における金額:
数値増減の記録場所を示すためのシンボルと化していることは，いわゆる簿
記書などで説明されるとおりである。
以上のように，複式簿記というシステムが勘定を“核”として，企業活動
の中から選択した取引をこれら勘定の記録計算システムによってとらえ，い
わゆる財務諸表作成のための情報を提供する。であるから，複式簿記とい う
システムはある意味では，それ自体データを情報に変換するプ1=・セスでもあ
るo
一般に財務諸表の主なるものには，損益計算書と貸借対照表とが考えられ。
これらの報告書を作成するため0 情報源ないしはデータのプールとして勘定
体系が存在するわけであり，したがって，複式簿記の複式の意味を，損益勘
定系統と在高勘定系統の2 大系統の諸勘定に維持して，対照記録を行う点に10
）
求める見解もある
○
いずれにして乱 ある1 つの取引についてそれを取引要素（具体的にはxx:a/cetc
に）に分解し， 借方・貸方の同一金額の把握のプロセスを通じて貸 借
平均り原理が作用し，この貸借一致の原則によって計算の正確性が確保され
る。つまり，複式簿記はこれらの関係を自らのメカニズムの中に内蔵し，し
たがって，制約された範囲ではあるが自己統制手段を持つことになる。これ
を複式簿記の自己検証機能（selfprovingfunction ） ともいう。
ところで，このように，それ自体，優れた機能を備えた複式簿記が歴史と
ともに企業の中でその生命を全うしてきた石げであるが，われわれぱ，一方。
データ処理機構の発展に目を向けなければならない。複式簿記の制度ととも
に企業において活用されてきたデータ処理の用具としては，そろばん
11 ）
な
お，そろばんを用いて計算する方法を珠算といい，さらには珠算の数理と商
業計算を有機的に結合させた計算システムと七て計算実務なる分野屯考えら
れるが が挙げられる。データ処理の目的によってはそろばんの活用も一
考しうるが， 総合的データ処理の問題としては会計機,PCS,EDPS など
の発展を念頭に置かなければならない。
データ処理機構が手作業あるいは会計機,PCS の段階では， 複式簿記ay.
方法はそれほど変らないし，ましてや，複式簿記O 本質が再吟味されたり，
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簿記理論の変革が論議されるには至らない。
しかしながら，電子計算機の発展はこの間の事情をまったく異にする。コ
ンピュータの発展は，その驚異的な計算力，記憶能力に照らし，会計作業の
集中的処理はもとより，プログラム化されうる意思決定の実行，はては，数
学的統計的アプロt―~mチの会計への導入を可能にし，合わせて，会計をして情
報システムへと変化せしめたのである。
また，コンピュータの発展は，管理会計における新しい展開を うながし，
なかんずく，金額表示に加えて物量表示の問題は会計のシステムに大きな影
響を与えた。
いわゆる，複式簿記においては取引発生にもとづく勘定把握としては金額
数値のみが問題になるが，高度に発展した電子計算機システムにおける取引
のとらえ方としては，システム・デザインの方法によっては，金額数値も物
量数値も合体された形で表現される傾向かある。したがって，データ処理の
見地からは，金額数値のみをとり出して情報を作成するのは意味が薄れよう。
とくに，情報の集中化ないしは統合化が進み，意思決定に役立ちう る総合
的情報の確保という段階になれば，この点がブ層顕著になろう。
いずれにしても，コンピュータの発展が会計のシステム
サ ブシ ステ ムとし て の複式 簿記 の シ ステ ムを問 題 に.す る
ここ ではそ の
に影 響 を 与 え
た結果， 生じてきたと思われるもりに2 つの問題がある。1 つは多元 的 簿
記(MultidimensionalBookkeeping ）であり，もう1 つは行列 簿 記（Matrixial12
）Bookkeeping
） である。
5 多元的簿記の思想とそのシステム
さて，複式簿記のシステムがデータ処理機構の発展，とりわけ情報のネッ
トワークの中心的存在であるコンピュータの展開につれて，その変質を余儀
なくされてきてはいるか，ここで問題にしたいことぱ，帳簿組織がどうなる
というようなものではなく，むしろ，会計情報システムを支える複式簿記の
システムの構造的理解に焦点を合わせる。
複式簿記のシステムにおける複式記入の法則にもとづく借方・貸方同一金
額記録・計算は，たしかに，大きな特長ではある。
しかしながらん井尻教授は，複式記入簿記制度に関する数学的，哲学的，
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行動的基盤は完全に築かれたわけではなく，次の点が問題になりうるとして13)
いる。
（1） 複式記入（doubleentry）といっても，分類的複式記入（classi丘cationaldouble-entry
）と因果論的複式記入（causaldouble-entry）とい う異なれる2
つのタイプがあること。(2)
分類的複式記入は論理的にいえば,2 つ以上のものをお り込右ことに
よって多元記入 てmultiple・entry）へと拡張されうる。(3
） 資産の増加・減少間の因果関係は複記入制度をして複式たらしめると
ころのものである
○(4
） 複式簿記制度の真価はシステムそれ自体の美しさにあるのではなく，
むしろ，それが我々をして資産の変化における因果的なきずなの研究に
かりたてようとする，いわゆる思考のインパクトにある。
ここに，井尻教授か示された複式簿記に関する本質的理解は，従来の本質
観，つまり，帳簿論的ないしは勘定体系論的なそれとは異なり，企業におけ
る経済現象を“交換”にもとづいた因果関係としてとらえるとい う点てまさ
に卓見といえよう。
従来，いわゆる複式記入の思想として，1 つの取引をその取引要素に分解
し，借方・貸方とい う2 面的把握によってとらえていく，いわゆる分類的簿
記のシステムが想定されたが，いまや，通常，借方・貸方に現われる2 つの
勘定は同一のアン グルからとらえられ，両者の因果関係によって結びつけら14
）
れた2 つの異なれる対象物の表現である。
つまり，これは，分類的簿記のシステムがある取引対象を借方・貸方の2
つのアングルからとらえだのに対して，因果論的簿記のシステムが取引対象
に の場合，個々の経済的資源を指すものと思われる。）を一つのアン グルから，
いいかえれば，個々の取引要素の増減という 同一のアンタルからとらえてい
くわけである。この場合，交換とい う取引関係にもとづき，当該経済資源間
における因果関係を認めることはもちろんである。
企業の経済的資源という抽象的な表現をして 乱 現実に，企業の経済活動
の遂行に際して直接に関連してくるのは資産である。
したがって， 負債や資本は将来における現金の減少 （資産の減少） とい う
形でとらえられるわけである。
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であるから，経済的資源の増力い 減少をともなう因果関係は現在時点のそ
れのみならず，現在と将来というような時間的な要素にも関連してくる。
とにかく，会計システムのサブシステムとしての複式簿記のシステムは企
業の保有する経済的資源の有高を期始と期末に区切って明らかにする。この
場合，経済資源間の動きを因果論的にとらえる立場からに, この資源の中に
資産，負債，資本などの貨幣的要素のみならず，物量的な要素をも包含しう
るのである。いわゆる井尻教授の主張でもある物量会計（physicalaccounting）15
）
のシステム構想がこれである。 △
いいかえれば，この具体的表現としての多元的簿記のシステムを通じて，
企業の保有する経済的資源（貨幣的・物量的要素とも） の動きを，その活動に
あわせて把握していくのが物量会計のねらいでもある。
企業の活動は機能的にみれば，材料購入，労務生産，販売などが考えられ
るので，それぞれの面における活動状況を示すための措置が，多元的簿記の
システムに組み込まれる必要がある6
活動勘定（activityaccounts) と呼ばれるものがこれにあたる。もちろん，
この活動勘定には取引発生の状態にもとづく仕訳によって分類され，集計さ
れる。
それ故，「活動勘定は，それらが“flow ”勘定 口stock" 勘定である資産勘
定と対比される」であるけれども損益に直接関係しない活動を含むがゆえに，
よ呪 広い意味を持つとい う観点から，通常の複式簿記制度における損益勘16
）
定と類似的である。」ということになる。
それでは次に多元的簿記の具体的なモデルを井尻教授の例にならって示し17
）
てみよう。（数字その他を若干修正した。）
期始貸借対照表
積極資産
現金
材料
製品
機械（3 年使用）
消極資産
単位
?
?
?
?
?
資産
200,000
2,000
1,000
3
150,000
期中取引
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（1） 現 金￥50,000 で材 料3,000kg を 購 入する。
（2）300 時 間 の労 働 力を 購入し ， 現金 ＼75,000 を 支払 う。(3)
材料4,000kg, 労働 力200 時 間 噺費 消し ， さら に3 台 の機械 に関し1 年
間の サ ービスを 享受 して製 品5,000 個 をつ く り上げ た。
（4） 製品4,500 個 を売 り上げ,'上現 金 で ＼300,000 を受 け 入 れ た。 な お，販 売活
動に費 や さ れた とみ られ る労 働力は60 時 間であ る。
⑤ ご 般管 理的 業 務 のた め の労働 力は40 時 間であ る。
（6） 借 入金 の分 割払い は ＼50,000 であ り，現 金 で支払 う。
以上 の取 引 に もとづ いてstock 勘定 とflow 勘定 との関 係を 一覧 表に示
せば次 のとお りに な る。c 資産および活動勘定における細目は省略する。）（第1 表）
第1 表 資産一活動計算表
現 金(
円)
積 極 資 産
j ノT寸 泌乏 口口3 年 使
（kg ） （ 個 ） （ 台 ）
期 始 残 高
期中における
活動1.
材 料 購 入2.
労働力調達
3.生4.
販5.
管
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
200,0002,0001,0003
一 一 一
－50,0003,000
－75,000
－4,0005,000 ―3300,000
－4,500
－50,000
-
125,000-1,000 500
325,0001,0001,500
- 一 一
―3
0
消極資産
労 働 力
（人間 借 入 金
一時間） （円）
-
-
3
?
－300
－200
－60
－40
0
0
150,000
-
－50,000-
-50,000
100,000
ら
もっとも, これだけのデータでは，一体，企業全体としてモの保有する経
済的資源はいくらになるのか（つまり，資産がいくらで負債・資本がいくらかと
いう意） はっきりしないわけであるが， これらのデータに加えて，それぞれ
の物量数値に関わる単価（unitprice）をインプットして期始 ，期末における
全体の金額数値を出せば，それが明確になってくる。 したがって当期の利益
の計算は，かくして求められた期始および期末の純財産を比較してその差額
として考えられるが，一方，その期間中の活動総計を……貨幣数値十物量数
値×単価とい う計算式によっても求められる。
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いずれにして乱 前に示した多元的簿記のモデルは，あくまでも経済活動
のプロセスにともなう経済的資源の増減変化を貨幣計数および物量計数でと
らえ，それ以降に予定される情報要求に備えて待機している姿を現わしてい
る。これは，いいかえれば総合的な情報システムC)一環としての生の情報な
いしはデータのプールを意味するものと思われる。しかしながら，このよう
な多元的簿記を実行に移すとしても種々の問題がある。井尻教授の指摘によ
れば，実際には，すべての資産および活動を個々に記録することが困難であ
るために，いきおい，それらを少数のクラス別に集計せざるを得ないこと，
将来の現金収支に関連せる受取・支払勘定と手持現金との関係，その他，自18)
己所有の機械とレンタルによる機械に対する取扱いなどがそれである。
とはいえ，コンピュータを前提にした情報システムの見地から，また，企
業における各種管理階層の意思決定者の情報要求が多様であればある程，多
元的な情報をアウトプットしうる可能性をもったデータ源が用意される必要
がある。し
6 行 列 簿 記 の モ デ ル
行 列 簿 記 （MatrixialBookkeeping ） は 数 学 上 の 行 列 な い し行 列 式 の考 え 方
を 簿 記 の シ ス テ ムに 応 用 し た も の で あ る。 。．I
一 般 に マ ト リ ッ クスA は 次 の よ うに 表 示 さ れ る。
A ＝
αil α12 ‥‥‥α171
α21 α22"""din
αml α?2 Cimn
この場合，横のラインを行といい，縦のライソを列といい，したがって，
たとえば α21は2 行1 列におけるαを意味する。
そこで，複式簿記における仕訳・勘定記入をマトリックス方式に代えて表
示する試みがなされる。つまり，行の欄に。貸方をあて，列の欄に借方をあて(
逆でもよいが)，企業の活動にともなう取引に関連する勘定をすべて網羅し
た正方形のマトリックスによって期始・期末の経済的資源の有高と増減変化
をとらえていく。
たとえば，商品＼65,000を現金で販売するという取引については，従来の
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仕訳・元帳記入は次のとおりであった。
仕訳：（借方） 現 金65,000 （貸方）商 品65,000
元帳記入： 現 金1 ニ 商 品2
商品65,000 現金65,000
これに対して，仕訳をベクトルで表現すれば，F(2,l,5)
＝65,000
数字の2 は商品ale コード番号を意味し,1 は現金ale コード番号を示す
ことになり，5 は日付を表わす。65,000 は，もちろん，取引金額￥65,000 を
表わしている。これら配列は行ノ・列にしたがい，貸方・借方・日付・金額と19)
い 月報序になっている。 つ
また，この取引を元帳記入に代えてマトリックス的に表示すれば次のとおり。
工 現 金 商 品 売掛金
現 金
商 品 65,000
売掛金
このように行列簿記のシステムにあっては，伝統的な複式簿記における借
方・貸方とい う複記入（doubleentry ）に代えて単記入（singleentry）による
記録が確保され，そこで統一的なコーディン グ・システムに支えられれば，
ベ クトル形式にもとづく歴史的記録はもとより，マトリックス形式での企業
活動の一覧性が得られることになる。
次に，一連の取引を設定して行列簿記のシステムにおける勘定間の動きを
みてみよう。
便宜上，前に挙げた多元的簿記における例を示してみると，1
） 材料3,000kg, 現金買＼50,0002
） 労働力300 時間，現金買￥75,0003
） 製品製造5,000 個， 材料4,000kg, 労働力200時間， 費消減価償却費
＼6,000
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4） 製 品4,500 個， 現金売￥300,000, 販売 費 （給料） ＼15,0005
） 一 般管 理費 （給料） ￥10,0006
） 借 入金 返済 ＼50,OOO 現 金払 い
とな り， また， 期始 の貸借 対 照表 に関 す るデ ータは次 の ように 設定 さ れる。
資産
現金 ＼200,000
材料33,333 （16.66×2,000 個）‥…・なお 単価16.66 は
＼50,000 ÷3,000 個か ら求 める
製品66,667 （66.66 ×1,000個）… …なお 単価66.66 は
＼300,000 ÷4,500 個か ら求 め る
機械12,000 （帳簿価格4,000円×3 台）
負債 し
借 入金150,000 ニ
資 本金162,000
な お， 勘定科 目の コ ード番 号を一 応 次 の よ うに設 定し よ う。1
／ 現 金8. 減価 償却 費 十2.
材 料9. 製 造3.
製 品10. 売 上原 価4.
機 械11. 売。上5.
借 入金12. 販売費6.
資本 金13. 一 般管 理費7.
賃金 給 料14. 損 益
そ こで，前 に挙げ た取 引 例に そ って ベ クトル仕 訳を次 に 示 そ う （日付はと
くに考慮しない）■。
丿1
）F （1,2 ）＝50,0002
）F （1,7 ）＝75,0003
）F （7,9 ）＝50,000 … …製造 のた め費 や された 労働分F
（4,8 ）＝6,000 … …機械 減価 償却 費計上F
（8,9 ）＝6,000 … …同上 製造ale へ振替 犬F
（2,9 ）＝66,667 … …材料 消費 分F
（9,3 ）＝122,667 … …製造a/c より製 品ale へ振替F
（3,10 ）＝89,334 ……売上 製 品 の原価
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）F （ll，l)＝300,000……製品現金売F
（7,12 ）＝15,000 ……販売費5
）F （7,13 ）＝10,0006
）F （1,5 ）＝50,000 犬
なお，当期純利益を計算するためには次の追加ベクトル仕訳が必要になる。
売上原価を損益a/c に振替える仕訳 犬i^
（10,14）＝89,334
売上高を損益a/e ＼こ振替える仕訳^
（14,11）＝300,000
販売費および一般管理費を損益ale に振替える仕訳i^
（12,14）＝15,000 ‥…・販売費i^a3,14
）＝10,000 ……一般管理費
この結果，当期純利益は＼185,666 となる。
また，多元的簿記のシステムにおける結果と一致しうるかどうか検証して
みょう。
単価（unitprice）を一応，次のように設定する6
材料単価……＼16.66
製品単価……＼66.66
機械期始帳簿価格（1 台）＼4,000
し機械期末帳簿価格（i 台）＼2,000
そうすると，
期始財政状態
資産 ＼200,000十＼16.66×2,000十＼66.66×1,000十＼4,000×3
＝＼312,000
負債 ＼150,000
資本 ＼312,000－＼150,000＝＼162,000
期末財政状態 二
資産 ＼325,000十＼16.66×1,000十＼66.66×1,500十＼2,000×3
＝＼447,666
負債 ＼100,000
資本＝＼447,666－＼100,000＝＼347,666となり
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ゆえに期末資本有高一期始資本有高によって純利益を計算すれば￥347,666
－￥162,000 ＝＼185,666 となる。
または，多元的簿記における期中活動総計に単価（unitprice）をイソププ
トしてやれば，当期純利益は次の計算によっても求められる。
積極資産における増減分
＼125,000－＼16.66×1,000十￥66.66×500－(＼4,000－＼2,000)×3
消極資産
における
増減分 上
十＼50,000＝＼185,666
ところで，以上で明らかな通り，行列簿記と多元的簿記との持ち味は若干
異なるようである。多元的簿記のシステムが企業の経済活動にともなう経済
的資源の増減変化を1 つの因果関係としてとらえ，従来の貨幣数量に加えて。
物質数量のデータをも把握するシステム構成を計ろうとするのに対し，行列
簿記は数学におけるマトリックスの考え方ないしは技法を簿記のしくみに適
用したものである。 ／
もちろん，その結果として，企業の経済的資源の動きを期間的にストック
とフローとでとらえるにして乱 両者におけるシステムからアウトプットさ
れる情報は異なる。つまり，多元的簿記においては，それは，原デゞ夕とし
ての貨幣数量および物質数量の格納庫であり，それらのデータをもとに集計
と総合のプロセスであるアグリグージョンを経て，はじめて，一定時点にお
ける企業の保有せる資産・負債・資本の価格統計やその期間における利益額
が決定されるのに対し，行列簿記のシステムは，それ自体，一応の貨幣数値
による全体評価は可能であるが，一面，インプットは貨幣数値のみでなされ
るがために物量数値の点が考慮されない。
雲仙 多元的簿記において貫かれた因果論的関係の思考は形式面からみれ
ば，行列簿記においても，それは鋭く反映されるのである。つまり，行列簿
記における単一記入複式分類システムは，何行何列……円という表現を通じ
て経済的資源の減変化をつかみうるし，また，マトリックス形式で表現されー
?
?
??
?
??
・……l金額数値|-
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だ計算表か㈲金額数値をザ出発点として矢印の方向に目を向ける
経済的資源間り因果関係を一覧することができるの七ある。
W
1 とに よって，
最後に，行列簿記におけるコンピュータめオペレー-yョンをフP ―ダイア20
）
グラムを通じてみていこう。
一般に，複式簿記においては，日常取引がまず仕訳帳に記入され，そこか
ら総勘定元帳に転記される。そして，期末において総勘定元帳に格納された
データにもとづいて損益計算書と貸借対照表とが作成される。
こ の 場 合 ， 勘 定 組 織 論 的 に い え ば ， 勘 定 記 号 の問 題 が コソ ピ
レ ー シ ョン に あ た っ て も重 要 で あ る。=I21
）
ケ ム ニ ー達 は ， 次 の よ うな 勘 定 記 号 の 設定 を し て い る。
貸 借 対 照 表 勘 定1,2 … … ゐ
損 益 勘 定k ＋1
収 益 勘 定ik ＋2 … … み
費 用 勘 定 万h ＋1 … …/22
）
引 出 金 勘 定 ／＋1 … …n
ユ ー タ ・ オ ペ
ここで,∇|とくに， 勘定 ゐは持分ないしは 乗除 金，あるいは正味財産勘定
丿 第1図 期中の取引と期末残高め計算
「=㎜―㎜皿四―I ・「S
L.一一
tart
「‘ ‾‾‾' ‾‾ ゛ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾‘‾ ‾‘・|
終り：Ci,・・・・,Cnおよび1Di,
……,Dn は借方，貸方1
残高 とな る。
??
-- 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
（出所）Kemenyandothers.FiniteMathematicswithBusinessApplications,1962,
ニJp.359 よ.り． ・． ’｀
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第2 図 損益計算書の作成
?
‐??
??
p は純損益 ：
1 一 一 － 四 － ㎜・I
137
（出所)Kemenyandothers,Finite にMathematicswithBusinessApplications,1962,p
，360.
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第3 図 貸借対照表の作成
「""i！Start ！
f一一一‘ 一一一一一一一一_ ¬
：
終り：BCi, ……,召Ck は負債でl
！ あり, 召Di,……,BDk はI1
資産である。Sj_
。_ 一一一＿－一一j
（ 出所 ）Kemenyandothers,FiniteMathematicswithBusinessApplications,1962,p.361,
を 意 味 す る
○ ’ ・
次 い で ， 当 該 期 間 に お け る 各 種 勘 定 の 借 方 合 計 お よ び 貸 方 合 計 を そ れ ぞ れ
求 め る た め にA,) ）n とC^ … … ，^ 、 と を 設 定 す る 。 そ し て ， 貸 借 対 照
表 関 係 の 勘 定 は 前 期 よ り の 繰 越 分 か あ る の で ， 当 期 阻 の 変 動 分 と 合 算 さ れ る
の で あ るレ こ の 間 の オ ペ レ ー シ ョ ン を フp ー ・ ダ イ ア グ ラ ム に し た の が 第1
図 で あ る 。
モ こ で ぱ ， ま ず ， 第1 の ル ー プ に よ っ て 個 々 の 取 引 けy … …Z よ） の 合 計 を
貸 方 別 ， 借 方 別 （ 行 肌 列 別 ） に 求 め ， 第2 の ル ー プ に よ っ て 前 期 の 貸 借 対
照 表 残 高 に こ れ ら を 加 え て い く （ な お ， こ こ 七 ， αい よ取 引 金 額 ，Ci は 貸 記 さ れ る
べ き 勘 定 番 号 ， め は 借 記 さ れ る べ き 勘 定 番 号 を そ れ ぞ れ 表 わ し てト る ）。
当 期 間 の 取 引 が 集 計 さ れ ， 前 期 よ り の 繰 越 分 と の 合 算 が 済 め ば 決 算 手 続 を
経 て 財 務 諸 表 が 作 成 さ れ ね ば な ら な い 。 そ こ で ， 決 算 整 理 関 係 な ど の 問 題 を
省 略 し て ， 損 益 計 算 書 と 貸 借 対 照 表 を 作 成 す る プ1= セ ス を 流 れ 図 で 示 せ ば 第2
図 と 第3 図 に な る 。
ま ず 第2 図 の 損 益 計 算 書 作 成 の フp ー ・ ダ イ ア グ ラ ム で は ， 第1 の ル ー プ
に よ っ て コ ー ド 番 号k ＋2 … …h ま で の 収 益 勘 定 を 集 計 し ， 第2 の ル ー プ に
よ っ て コ ー ド 番 号h ＋1 … …/ ま で の 費 用 勘 定 を 集 計 し ， つ い で 第3 の ル ー
プ に よ っ て コ ー ド 番 号 ／＋1 … … μ ま で の 引 出 金 勘 定 の 集 計 を 行 な う。 次O
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段階で純損益♪が計算され，それが利益の場合にはエ クイティ勘定に貸記さ
れ，損失の場合には同勘定に借記されることになる。
さて， 第3 図の貸借対照表の作成に関するフロ―・ダイアグラ ムで は，1.2,
……力までの貸借対照表関係に関する勘定について貸方合計（c ）
から借方合計（pi）を引いてそれが0 よりも大であれば，その勘定は貸方残
を意味するので負債として表示されようし， まfc, それが0 よりも小さい
（すなわちヴイナス）ならば資産として表示される結果になる。
さて，以上のように会計情報システムのサブシステムとしての簿記のシス
テムをデータの源泉ないしはデータ・プールを構成するという立場から多元
的簿記ないしは行列簿記のシステムをとり上げてきた。
そこでは， コンピュータの影響あるいは数量的諸技法の発展にともない複
雑な企業活動における会計清報利用者の情報要求に十分こたえられる体制の
一部として，できるだけ生の形でデータを把握しうるシステムが必要とたっ
てくる。
したがって，会計情報源としての複式簿記の本質を経済資源の増減に関る
因果関係として理解し，貨幣数値のみならず物量の変化をもとらえる多元的
な簿記システムの設定が考えられる。多元的とい う限りでは，マトリックス
の考え方を簿記に適用させた行列簿記もまた多元的簿記といい うる。両者の
違いについても若干言及してきたが，コンピュータの利用が進み，数量的技
法と会計との結びっきが一層顕著になれば，マトリックスの考え方のみなら
ずマトリックス演算の方法もどんどん会計にアプリケートされるにちがいな
し七
7 会計情報システムと機械化会計
会計贋報システムは，組織体の情報システムの会計的側面を担うシステム
で，それは正しく測定，伝達，評価のしくみをなすものである。このシステ
ムは時によっては，他の組織体の同システムと連関して，より広い範囲での
経済行為の評価に役立つ情報処理を行なう場合もある。これに対して機械化
会計は，機械をベースにしての会計であって，会計処理工程が機械群によっ
て処置されている場合をいう。したがってこの場合は，機械の性能，システ
ム・レベルによって会計処理の方式や結果が影響を受ける。また，機械の効
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用を高めるための会計処理上の工夫も必要となる。
つぎに会計隋報システムと機械化会計の発達によって考慮さるべき視点，
効果などについて列挙してみると下記のような点があげられるであろう。
（会計贋報システムとしての場合）
① 考慮さるべき視M
ア）財務会計と管理会計のシステム
イ）データペースの形成
ウ）予測会計とマネジメント・システム
エ片 ットワり 化
オ）分散処理システムとシステム安定度
か 情報化の程度と情報機器の活用
③ 効果の点
キ）データ処理の速度と情報化
ク）大量処理
ヶ）因果の測定
十コ）予測モデルの活用
（機械化会計の場合）
① 考慮されるべき視点
ア）財務会計のみの場合
イ）管理会計導入の場合
ウ）一般事務機器利用の場合
エ）EDP ベースの場合
オ）ネットワーク化の場合
力) オフィス・オートメー宍ヨンの場合 上
③ 効果の点
キ）速度と量の改善
ク）品質とエラーの減少 十
ヶト 情報蓄積と検索速度の向上
コ）情報空間の設計の進歩
このようなシステム改善は，当然のことながら，一方において組織上の問
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題やシステム管理上の問題を新らたに提示する。つまり√従来の経理部門の
組織とDP 部門との関係，DP 部門自体の組織編成の仕方，スタッフの育成，
あるいは，システム設計の検討，システムの安全性，信頼性の実現のための
方策などがこれである。しかも，機械の陳腐化と新機構の開発などによるシ
ステムの維持管理もまた1 つの研究課題となる。これらの場合に機械化会計
は，会計盾報システムを構成する機械ベースの会計処理工程を中心としての
検討領域であり，それはつねに会計［青報システムの構図によって左右される
立場にあるから，機械の進歩，そのレベルを考慮するとともに上記構図の変
化傾向も充分反映するものでなければならない。
しかも，会計処理上のオペレーショナルな面はほとんど機械システム内部
に移行するとすれば，この面はますますブラックボックス化し，簡単にそO
過程のチェックを行うことは難しくなる。そこで，新らたにこれをコントロ
ールし，また理解するためのシステムを開発しなければならない。つまりこ
れは，会計情報システムにはそれなりのコントロール・システムを，また機
械化会計システムには，それに応じたコントロール・システムを用意しなげ
ればならないことを意味する。このコソ い==・－ル・システムの役割を果すシ
ステムのことをメタシステム（meta・system）とい う。
現代社会は，システムが多様化し，複合化しニいろいろと轜頓する。した
がって，もはや人がシステムを管理する時に，直接これをコントpr ールしえ
ない場合かおる。そこで，システムをシステムによってコントロ ―ルしたり，
測定したり，評価したりすることになる。だから，高度な処理機構などの活
用に際しては，あらかじめそれに対応するj タシ不テムを開発しておかなけ
ればならない。1960 年代の会計情報システムの課題と80年代のそれとの大き
な相違は，このようなシステム構図にあるものとい うことができる。
つぎにこれらの諸点を検討し，高度システムの構図を描くために，最近の
情報機器の開発，オフィス・オートメ¬ションの展開などを研究することに
したい。（その2 以降）
付記 本稿4 節～6 節までは故木村勤氏の遺稿であり，共同研究の過程でお預りし
ていたもので，この稿を活用して，課題の検討を推進したノ(
昭和55年3 月11日受理)
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神戸大学経済経営 研究所『会計機械化 研究』1956 年。
「前掲書」37頁 。
南沢宣郎著 『オ ートメ ーションと会 計学 』（上），同文 館,1958 年,6 頁。
「 前掲書」6,8 頁。
「前 掲書」8 頁 。
6)Howards.Levin,OfficeWorkandAutomation,1956,JohnWiley&Sons,
邦訳『事務とオートメーション』4 －5頁。7
） 神戸大学会計学研究室編『会計学辞典』昭和41年版,859 頁，戸田義郎稿。8
） 「ヒ ューダリ（Hiigli,F.）お よびシ ェア（Schar,J.F・）のとなえた物的＝勘定
系統説にしたがえば，企業に所属するあらゆる財産には，プラスの性質を有する
ものすなわち積極財産（Aktiven ）一 資産- と，マイナスの性質を有するもの
すなわち消極財産（Passiven ） 負債- とが包含されている。 ゆえに，プラ
スの財産（積極財産）とマイナス財産（消極財産）との代数的総和を求めると，
純財産（Reinvermogen ）が見出されるが，これがすなわち企業の資本である。」
井上達雄著『現代商業簿記』昭和37年版,19-20 頁。9
） 取引の二重性とは，たとえば，「商品＼10,000を現金で買入れた取引において，
資産である商品の増加に対し同様資産である現金の減少が相対応しており，こう
して，両者とも価値変動は＼10,000 の等価関係において発生している」というこ
とを意味する。井上達雄著，前掲書,39-40 頁。10
） 木村重義著『簿記要論』昭和38年版，7 頁。11
） 珠算の数理とは， そろばんの構造を利用しての補数計算や省略 算 （short-cutmethod
）を意味する。12
） 多元的簿記はYujiIjiri，TheFoundationsof ≒Accountin産Measurement,1967,
のpp.101-115 参照。
また，行列簿記については日経文庫，越村信三郎著『行列簿記のすすめ』昭和42
年版，参照。13
）Y.Ijiri ，ditto,p.102.14
）ditto,p.102.15
） 神戸大学会計学研究室編『会計学辞典』昭和41年版，72頁。16
）Y.Ijiri ，ditto,p.110.17
）ditto,p.111-114.18
）ditto,p.115.19
） なお，各取引を仕訳するにあたって，一定の形式に よるカードで表現し，それ
を アダリゲートするやり方は，越村信三郎著『行列簿記のすすめ』にくわしい。20
）Kemeny,Schleifer ，Snell,Thompson;FiniteMathematicswithBusiness
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Applications,1962,
21）ditto,p.359.
機械化会計の発展と情報システム（その1 ）pp.358-363.143
22）withdrawalaccounts を一応，引出金とい う言葉をあてておいたが， コーラ
ーの辞典では次のような説明をしている。
「所有者ないしは株主に支払われた現金または財産であるが，これは㈱配当な
いしは他の利益処分（所有主勘定または利益剰余金〔留保利益〕ヘチャージされ
るとして，もしくは，（b）払込資本の減少（たとえば，株主の再買ないしは清算配
当）として報告（accountedfor ） される。もし，株式の取得をともなわなけれ
ば，株主による無制限な会社資金の引き上げは，一般的には会社の留保利益の分
配 とみなされ，また，留保利益が無くなってしまった場合にはもっぱら払込資本
の返還と考えられる。」
（EricL.Kohler ，ADictionaryforAccountants,2nded ・，1957,p.513.)
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